
「白馬の騎手」                2019 年 10 月 03 日 

ヨハネの黙示録 19 章 11 節～16 節 そして、わたしは天が開かれているのを見た。す 

ると、見よ、白い馬が現れた。それに乗っている方は、「誠実」および「真実」と呼ばれ

て、正義をもって裁き、また戦われる。その目は燃え盛る炎のようで、頭には多くの王冠

があった。この方には、自分のほかはだれも知らない名が記されていた。また、血に染ま

った衣を身にまとっており、その名は「神の言葉」と呼ばれた。そして、天の軍勢が白い

馬に乗り、白く清い麻の布をまとってこの方に従っていた。この方の口からは、鋭い剣が

出ている。諸国の民をそれで打ち倒すのである。また、自ら鉄の杖で彼らを治める。この

方はぶどう酒の搾り桶を踏むが、これには全能者である神の激しい怒りが込められている。 

この方の衣と腿のあたりには、「王の王、主の主」という名が記されていた。 

 

ヨハネは、天が開かれているのを見た。すると、白い馬が現れた。「白い」は天上の潔 

さを示す色で、「馬」とは軍馬を表わし、戦いの象徴である。馬に乗っている方は、「誠

実」および「真実」と呼ばれ、正義と公正をもって裁き、戦い、信頼できる方である。白

馬の騎手の目は「燃え盛る炎」のようであった。黙示録１章 4 節に、「人の子のような方」

の目を「まるで燃え盛る炎」と形容している。騎手はメシア・キリストで、頭には地位と

権力の象徴である多くの王冠を戴いていた。「この方には、自分のほかはだれも知らない

名が記されていた。」古代においては、「名」は人格とその人の力量そのものであり、名

を知られることは知られた相手に支配されることを意味していた。「だれにも知られない

名が記されていた」ということは、他の何者にも統御されていないことを表わし、白馬の

騎手・キリストは絶対的な主権を持っていると表現している。騎手はまた、「血に染まっ

た衣を身にまとっており、その名は『神の言葉』と呼ばれた。」血に染まった衣は、御自

分の血ではなく、戦いで返り血を浴びて、血に染まった衣を身にまとっていたのである。

騎手・キリストの名は「神の言葉」と呼ばれた。ヨハネ福音書の冒頭は、「初めに言があ

った。言は神と共にあった。言は神であった。この言は、初めに神と共にあった。万物は

言によって成った。成ったもので、言によらずに成ったものは何一つなかった。言の内に

命があった。命は人間を照らす光であった（1：1～4）」と、ロゴス・キリスト論を展開し

ている。ロゴス（言）であったキリストは、初めから存在し、神と共にある神御自身であ

った。ロゴス・キリストによって万物は創造され、ロゴス・キリストの内に命があり、人

間を照らす光であった。ヨハネ福音書の神学の根幹である「ロゴスとキリストは一つであ

る」と同様に、ヨハネ黙示録の「著者」ヨハネも、キリストの称号は「神の言葉」である

と表現している。 

 「そして、天の軍勢が白い馬に乗り、白く清い麻の布をまとってこの方に従っていた。」

「天の軍勢」は、天使たちによって構成される軍勢のことで、天使たちも白馬に乗り、純

白な麻の衣をまとって、騎手に従っていた。騎手は三つの仕方で攻撃した。まず、口から

出る鋭い剣で、諸国の民を打ち倒した。二つ目は、鉄の杖で彼らを治めた。三つ目は、ぶ

どう酒の搾り桶を踏む激しい怒りの発現である。これらの攻撃によって、敵対する諸勢力

を統べ治めていくのである。「この方の衣と腿のあたりには、「王の王、主の主」という

名が記されていた。」「誠実」「真実」「正義」をもって裁き、戦われる白馬の騎手・キ

リストは比類なき、権威と力に満ちていた。 


